
 

グラデーションデータ２階調化の方法 

（Adobe Illustrator 編） 

 

 

 

 

 

Adobe Illustrator のブレンドツールなどを利用し、グラデーション化されたデータをモノクロ

２階調出力する際の手順です。 

 

本資料では、下図のデータを使用しています。 

 

  



 

データの書き出し 

ファイルメニュー -> 書き出し を選択します。 

 

 

下図のように書き出しダイアログが表示されます。 

ファイルの種類から「BMP(*.BMP)」を選択し、名前を付けて保存します。 

 

  



 

下図のようにラスタライズオプションのダイアログが表示されます。 

カラーモードを「モノクロ２階調」、解像度を「高解像度」、アンチエイリアスを「なし」にし、

「OK」をクリックします。 

 

 

下図のような BMP オプションダイアログが表示されます。ファイル形式が「Windows 標準」、色数

が「１bit」になっていることを確認し、「OK」をクリックし、保存を完了します。 

 

 

保存されたデータを確認すると、下図のように Adobe Illustrator 上で、自動的にディザ拡散に

よるデータで書き出されたモノクロ２階調のビットマップデータが作成されています。 

 

  



 

この書き出しについては、画像の解像度を変更することも可能です。 

書き出し手順の中の、スタライズオプションのダイアログにて、解像度を「その他」にすると、

解像度の数値入力が可能になります。 

 

 

レーザーによる彫刻加工において、解像度は 1000ppi 程度まで可能です。 

解像度を高く設定するとデータ容量が大きくなるため、加工内容に応じて設定してください。 

 

●解像度の違いによる書き出しデータの違い 

 

 600ppi 300ppi 

   

 

  



 

ハーフトーン状のデータの書き出し 

 

Adobe Illustrator にて作成したグラデーションデータをハーフトーン状のデータに変換する場

合、下記の手順で作成できます。 

 

ハーフトーン化させたいデータを全選択し、効果メニュー -> ピクセレート -> カラーハーフト

ーン を選択します。 

 

  



 

下図のように、カラーハーフトーンのダイアログが表示されます。 

 

最大半径を「４」pixel に設定、ハーフトーンスクリーンの角度は、チャンネル１～３は「０」、

チャンネル４は 45 に設定し「OK」をクリックします。 

 

下図のようにハーフトーンのデータが作成されます。 

  

※本来、カラーハーフトーンは、シアン（チャンネル１）・マゼンタ（チャンネル２）・イエロー

（チャンネル３）・ブラック（チャンネル４）で設定されます。今回は、グレースケールで作成す

るため、チャンネル４のみの設定となります。 

また、最大半径は、ハーフトーンの間隔を表しており、４～127の間で設定が可能です。 

  



 

ハーフトーン化したデータを、モノクロ２階調のデータで書き出し、ビットマップデータを作成

します。 

 

ファイルメニュー -> 書き出し を選択します。 

 

 

下図のように書き出しダイアログが表示されます。 

ファイルの種類から「BMP(*.BMP)」を選択し、名前を付けて保存します。 

 

  



 

下図のようにラスタライズオプションのダイアログが表示されます。 

カラーモードを「モノクロ２階調」、解像度を「高解像度」、アンチエイリアスを「なし」にし、

「OK」をクリックします。 

 

 

下図のような BMP オプションダイアログが表示されます。ファイル形式が「Windows 標準」、色数

が「１bit」になっていることを確認し、「OK」をクリックし、保存を完了します。 

 

 

保存されたデータを確認すると、下図のようなモノクロ２階調のビットマップデータが作成され

ています。 

 

 

  



 

加工仕上がりについて 

書き出しデータごとの加工結果の違いについては下記を参照してください。 

 

テスト加工 各データ共通 

テスト加工機：RSD-SUNMAX-RD1490 150W機 

材質：MDF 

加工モード：彫刻加工 

出力：40％ 

速度：200 

走査間隔：0.05 

 

・高解像度（300ppi）による書き出しデータの加工結果 

 

 

  



 

・その他（600ppi）による書き出しデータの加工結果 

 

 

  



 

・ハーフトーン化し高解像度（300ppi）による書き出しデータの加工結果 

 

 

 

 

 

ハーフトーンをより細かくしたい場合については、Adobe Photoshop などでモノクロ 2 階調化す

る必要があります。但し、細かいハーフトーンは写真データの再現などに向いていますが、かま

ぼこ彫りのような深く彫ることには適していません。 


